
英語で「買収」を何という？｜金融翻訳のプロに聞く

最近、M&amp;Aのことを「バイアウト」と表現する人が増えているような気がします。「買収」を意
味する「Acquisition」「Buy-out」「Takeover」をネイティブはどう使い分けているのでしょうか？

「語学で身を立てる」の著者で、10か国語翻訳家の猪浦道夫先生にニュアンスの違いを聞いてみました
。

◆　◆　◆

ーー猪浦先生、「M&amp;A」のMergerは合併として、買収を意味する「Acquisition」、「Buy-
out」、「Takeover」をネイティブはどう使い分けているのでしょうか。Google翻訳だと全て「買収」
になります・・・

そもそも論として、かなり大胆ですが、各単語のフンイキと言いますかニュアンスをよく伝えている日
本語の候補をあげます。

・Merger： 合併・Acquisition：買収・Buy-out： 買占め・Take over： 乗っ取り

御覧のように、だんだん敵対的な態度が色濃くなっていくのがわかると思います。ただし、業界の人（
ネイティブも含め）に聞くと、実際にはしばしばあまり深く考えずに（区別せずに）使っているような
ので、それぞれの単語は意味の範囲がかなりダブっていると言えます。

ーーネイティブでもあまり区別せずに使っているんですね。ニュアンスの違いを知りたいので、各用語
の違いを先生のご専門分野である「語源」から解説していただけますか？

「Acquisition」の語源は「前向きに求めること」です。一般的な意味で、他の企業を支配する目的で買
収することですね。キャッシュや株式交換がよく使われます。法人格を１つにする場合と子会社化する
ケースなどがあります。

「Buy-
out」は、主に経営権の獲得を目的に買収することですが、語源的には「徹底的に（株式を）買う」で
あることからもわかるように、共同経営の企業や事業を買い取る、というイメージが強いです。資金は
、投資ファンドや借入金などがよく利用されます。

「Takeover」は、これまた他の企業を支配することを目的に買収することですが、Acquisitionに比べ
るといささか敵対的なイメージがあります。本来は「譲渡、引継ぎ」をあらわす言葉ですが、しばしば
「乗っ取り」のニュアンスを含みます。



ーーなるほど！ 違いがよくわかりました。ありがとうございました。
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Ｍ＆Ａ（エムアンドエー）の語源を知りたい方は、「こちらの記事」もどうぞ


